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紹
　
介

伊
井
春
樹
編

『
源
氏
物
語

注
釈
書

。
享
受
史
事
典
』

藤
　
井
　
由
紀
子

『源
氏
物
語
』
の
注
釈
史
は
長
い
。
世
尊
寺
伊
行

『源
氏
釈
』
を
晴
矢
と
す

る
そ
れ
は
、
以
来
、
時
代
の

『源
氏
物
語
』
に
対
す
る
関
心
を
反
映
し
つ
つ
、

現
代
に
至
る
ま
で
綿
々
と
書
き
続
け
ら
れ
て
き
た
。　
一
部
の
著
名
な
注
釈
書
を

除
け
ば
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
通
覧
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
言
っ
て
よ
く
、
全
体

像
を
把
握
す
る
こ
と
す
ら
お
ぼ
つ
か
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

氏
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
『源
氏
物
語
注
釈
史
の
研
究
』
（昭
和
五
十
五
年

。
桜

楓
社
）
を
代
表
と
す
る
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
を
精
力
的

に
調
査

・
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
そ
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
も
の
で

あ
る
。

収
録
さ
れ
た
注
釈
書
は
、
五
百
を
越
え
る
。
そ
の
す
べ
て
に
、
［書
名
］
［著

者
］
［書
誌
］
［成
立
］
［内
容
］
の
項
目
を
付
し
、
そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
注
釈
書
に
よ
っ
て
は
、
［内
容
］
に
お
い
て
、
本
文
の
一
部
翻
刻
も
な
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
容
易
に
窺
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
そ
の
内
容
を
把
握

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
研
究
の
進
ん
で
い
る
注
釈
書
に
つ
い
て
も
、
［伝

本
］
［本
文
］
［文
献
］
の
項
目
に
よ
っ
て
、
研
究
史
の
概
略
を
掴
む
こ
と
が
で

き
、
至
便
で
あ
る
。

本
書
の
基
本
方
針
は
、
「源
氏
物
語
の
影
響
に
よ
っ
て
派
生
し
た
作
品
は
対
象

外
と
」
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
氏
自
身

「峻
別
す
る
の
は
困
難
な
点
も
あ
る
」

と
断
っ
て
い
る
通
り
、
狭
義
の
注
釈
書
の
範
囲
か
ら
は
逸
脱
す
る
作
品
も
多
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
『詠
源
氏
物
語
巻
々
歌
』
。
『紫
式
部
影
前
和
歌
』
の
よ
う
な

巻
名
歌
、
『絵
本
源
氏
物
語
』
・
『
お
さ
な
源
氏
』
等
の
絵
入
り
梗
概
書
、
『雲
隠

六
帖
」
に
代
表
さ
れ
る
『源
氏
物
語
』
に
材
を
採
っ
た
創
作
な
ど
、
『源
氏
物
語
』

に
対
す
る
興
味
と
関
心
の
種
々
相
へ
の
広
が
り
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
拾

い
読
む
だ
け
で
も
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
幅
広
い

『源
氏
物
語
』
の
享
受
の
様
相
を
、
年
代
順
に
列
挙
し

た
の
が
、
本
書
の
も
う

一
つ
の
柱
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る

「源
氏
物
語
享
受

史
」
で
あ
る
。
寛
弘
五
年

（
一
〇
〇
八
）
の

『紫
式
部
日
記
』
「御
前
に
は
、
御

冊
子
つ
く
り
い
と
な
ま
せ
た
ま
ふ
」
の
記
事
か
ら
、
慶
応
四
年

（明
治
元
年

。

一
八
六
八
）
『学
海
日
録
』
「あ
る
書
屋
よ
り
源
氏
物
語
諏
調
で
ふ
書
を
か
り
て

読
む
」
ま
で
、
漢
文
日
記
や
注
釈
書
の
識
語
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
『源
氏
物
語
』

の
書
写

・
校
合

・
講
釈
等
に
関
わ
る
記
事
が
網
羅
的
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で

『源
氏
物
語
』
の
享
受
史
を
纏
め
た
も
の
は
な
く

ま
さ
に
、
氏
の
、
時
代

。
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え
た
博
覧
強
記
と
も
言
う
べ
き
知
識

の
蓄
積
に
よ
っ
て
し
か
為
さ
れ
得
な
か
っ
た
試
み
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
に
よ
っ
て
、
「源
氏
物
語
」
の
注
釈
史
。享
受
史
研
究
に
は
、
大
き
な
見

取
り
と
指
針
が
示
さ
れ
た
。
後
進
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
必
携
の
書
と
な
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
「事
典
」
ゆ
え
に

「編
」
と
銘
打
っ
て
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

す
べ
て
を
自
身
で
執
筆
さ
れ
た
氏
の
御
尽
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

（東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇

一
年
九
月
刊
、
八

一
六
頁
、　
一
八
、
○
○
○
円
）

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


